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やや満足 17 21%

やや不満 0 0%

不満 0 0%

計 80 100%

沼田市の市民協働事業(平成27年度）
１　協働事業の状況

  平成２７年度 協働事業の手法別の状況です。

○市の担当者の満足度

○協働のパートナーの満足度

２　協働事業の評価結果

　今回実施した調査では、協働という視点で事業を捉えて、各事業の評価・点検を行いました。

　その評価結果（満足度）については、次のとおりでした。
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平成27年度に協働事業として取り組んだ事業から、手法別に2事業を紹介します。

22 子ども課
未来のライフデザイン啓発リーフ
レット作成事業

事業協力・
協定

Hug　Hapi（はぐはぴ）
未来のライフデザイン啓発リーフレット
「ハタチからの参考書」の作成

72 社会教育課 池田地区文化祭 共催
池田地区振興協議会、
池田公民館各教養教室

文化祭の開催

№22　未来のライフデザイン啓発リーフレット作成事業

手 法 別 パートナー

「池田幼稚園児の木工作品」

「出展作品（書道ほか）」

「出展作品（生け花）」

事業内容

３　平成２７年度の事業より紹介

№ 担 当 課 事　業　名

「Hug　Hapi（はぐはぴ）の紹介」

「ハタチの疑問」

作成リーフレット「ハタチからの参考書」

　　№72 池田地区文化祭
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担当課 パートナー
1 防災対策課 防火・防災事業 補助・助成 沼田市八職工防火

協力会
歳末特別警戒・出初式・災害時の消
防機関への協力

当該団体が行う歳末特別警戒は、消防団が
行う歳末特別警戒とともに年末の恒例の事
業として市民に深く認識されている。今後に
おいても、ともに実施していきたい。

特記事項はなし

2 企画課 沼田市国際交流協
会事業

補助・助成 沼田市国際交流協
会

国際都市交流及び親善に関すること
国際交流の啓発と普及
国際交流に関する調査研究

市内に在住する外国人向けの日本語教室、
交流の場としての玉原ハイキング及び交流
パーティを開催し、多文化共生社会の実現に
向けて取り組んだ。

市内に在住する４５０人を超える外国人が市
民とともに楽しく暮らせる多文化共生社会の
実現に向け、各種事業を実施した。

3 企画課 準市民交流事業 実行委員会・
協議会

沼田市準市民交流
会実行委員会

市民参加の事業運営を図るため、各
種団体の代表者で構成する実行委
員会を設置し、交流会を開催する。

交流会参加者数は、実施曜日などの要因に
より多尐の増減はあるものの、内容的には
好評で、準市民と市民との親交が深まるなど
一定の成果を上げている。

交流会参加者数は、実施曜日などの要因に
より多尐の増減はあるものの、内容的には
好評で、準市民と市民との親交が深まるなど
一定の成果を上げている。

4 白沢支所 白沢ふるさとまつり 実行委員会・
協議会

白沢ふるさとまつり
実行委員会

地域に根ざした伝統行事であり、白
沢地域の振興を図るとともに、住民
相互のつながりや来訪者との交流を
促進する。

地域に根ざした伝統行事として幅広い世代
の人の参加と、たくさんの人の来場により、
住民相互の交流はもとより、地域の振興のた
めに大きな役割を果たしている。今後も継続
が必要である。

白沢町において、各地区の夏祭りと日を同じ
くして開催する一大行事として幅広く親しまれ
ている。地域の活性化、住民相互の親睦と交
流推進等のため、今後も継続して開催してい
きたい。

5 白沢支所 白沢町盆踊り大会 実行委員会・
協議会

白沢町盆踊り大会
実行委員会

伝統行事である盆踊りを継承し、親
睦と交流の場とする。

地域に根ざした伝統行事として、住民相互の
交流や地域の振興のために大きな役割を果
たしている。今後も継続が必要である。

白沢町における伝統行事であり、また、後継
者の育成も重要であることから、今後も継続
して開催していきたい。

6 利根支所 吹割の滝開き・無
事故安全祈願祭

事業協力・協
定

利根町観光協会 シーズンの開幕を祝い、無事故を祈
願する。

吹割の滝観光協会会員の高齢化が進んでい
るので、後継者の確保を図る必要がある。

特記事項はなし

＇改善点など（吹割の滝観光協会関係者の事
業に対する自主性・自立性が現れてきた。

7 利根支所 とねふるさと風のま
つり

事業協力・協
定

とねふるさと風のま
つり実行委員会
＇利根町観光協会（

地域住民参加型の手づくりイベント
の開催により地域の活性化と観光振
興の一助とする。

各種団体の運営協力者の殆どが確定してい
る。事業運営に必要となる人員確保について
はそれぞれの団体に責任を持っていただい
ているが、充分たりているところと不足してい
るところが見られる。今後も、事業をするため
関係団体との連携の強化が必要である。

以前から利根町地域全体の祭りとして実施し
ていると働きかけてはいるが、地域からの参
加はない。今後も利根町全体のイベントだと
感じられる内容となるように改善をしていきた
い。

＇改善点など（各団体が協力する準備及び開
催時間等の短縮が図られた。

8 利根支所 老神温泉そば祭り 事業協力・協
定

老神温泉そば祭り
実行委員会
＇利根町観光協会（

奥利根高原そばをもとに滝と温泉を
結びつけた新たな観光の創出と地域
の活性化を図る。

一般市民・観光客との交流が図られている
が、農業・商業・観光との連携とともに、イベ
ントの運営に関わりながら更なる老神温泉地
域の活性化が図られることを目指す。

平成２７年度も第11回として実施したが、いろ
んな面でボランティアが必要との意見が出さ
れたので、次回は検討したい。

＇改善点など（計画段階から実行委員会から
出される意見の検討がなされ、運営について
も自主性・自立性が現れてきた。

＇改善点など（ここ最近は、ポスター・チラシの
原稿作成を実行委員自ら行うようになり、開
催チラシの配布についても、実行委員により
区分けするようになり、区長を通じた配布で
経費が軽減されている。

４　平成２７年度　沼田市協働事業一覧

担当課 事　　業　　名 手法別
協働のパートナー

(記入団体（
事業内容

事業の成果・課題・改善策、改善点など
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9 利根支所 老神温泉赤城神社
節分祭

補助・助成 老神温泉観光協会 赤城神社での節分祭を開催し、厄払
いと観光振興、集客を図る。

老神温泉観光協会のさらなる組織力の強
化。節分祭当日夜のミニ花火大会により観光
入り込み客の増加が見込める。

特記事項はなし

＇改善点など（観光協会が自主的に事業を進
めている。

10 生活課 沼田市地区交通安
全会連合会活動事
業

補助・助成 沼田市地区交通安
全会連合会

交通安全運動の推進・普及徹底及
び交通指導

各地区交通安全会が連携し、交通安全運動
等に取り組むことにより、交通安全への啓発
や、交通事故防止に寄与している。

・各地区交通安全会が連携し、交通安全運
動等に取り組むことにより、交通安全への啓
発や、交通事故防止に寄与している。
・各地区交通安全会との情報交換を今まで
以上に行っていきたい。

11 生活課 タフティクラブ活動
事業

補助・助成 タフティクラブ 幼児と母親の交通安全教育や研修
の実施

クラブ員の経験や技能を生かし、市内の保育
園や幼稚園のみならず、市外での交通安全
教室を実施する等、子供たちの交通安全教
育に大きく貢献している。また、交通安全教
室で利用している着ぐるみが破損したため、
新たな着ぐるみを購入し、交通安全教室内容
の改善と事業の継続を図った。

・クラブ員の経験や技能を生かし、市内の保
育園や幼稚園のみならず、市外での交通安
全教室を実施する等、子供たちの交通安全
教育に大きく貢献している。
・会員数＇現在：８名（が尐ない。
・会員の高齢化が、今後、懸念される。

12 生活課 沼田市くらしの会活
動事業

補助・助成 沼田市くらしの会 ３Ｒ運動や各種講習会開催など、賢
い消費者を目指す。

・有価物回収やゴミ問題、グリーンカーテンの
取組等を行い、消費生活のみならず、広く環
境対策等にも取り組んでいる。

＇改善点など（多くの会員に参加してもらえる
よう、引き続き、日頃から活動以外でも集ま
る機会をつくり、意見交換をしたり、活動に参
加しやすい雰囲気をつくるようにしている。

13 生活課 市民協働によるま
ちづくり事業補助金

補助・助成 市民活動団体、地
域コミュニティ代表
者など
＇上单百年神輿愛
好会（

地域の活性化や問題解決に向けた
活動への助成。
事業審査は市民が行 う。

・２７年度は４団体が、実現性を高め魅力あ
る地域づくりを実践した。
・事業実施報告会を開催し、４団体がそれぞ
れの事業実施内容について報告した。そのこ
とが、実際の実施例として今後の事業実施を
考えている団体等へ繋がっていく。

＇改善点など（４月１日から事業実施が出来る
よう、平成２８年度補助金については、２８年
２～３月に募集をし、３月中に審査会を開催し
採択した。

・有価物回収やゴミ問題、グリーンカーテンの
取組等を行い、消費生活のみならず、広く環
境対策等にも取り組んでいる。
・各種女性団体は、それぞれ特色のある活
動を行っているので、連合＇連絡協議会（のよ
うな組織をつくるのは無理かもしれません
が、事業の目的は１つなので協力しあって横
の連絡は取れないものかといつも感じていま
す。循環型社会の構築を目指して活動に取
り組んでいるくらしの会も老齢化で先細りの
感が強いので若い人の入会を希望しており
ます。

・今までは地区の行事として開催していた
が、愛好会として開催したことにより、若者の
参加が多く、地元離れしている若者にもう一
度Uターンを促すきっかけ作りになった。その
一方で、高齢の世帯主などの義務での参加
がなくなったため、気楽に楽しんで参加してく
れる方が多かった。結果として、育成会の子
どもたちから、和光会(老人会)のお年寄りま
で、多くの方に楽しんでいただき、それによ
り、地区の良さを再認識してもらうことができ
た。地域活性化の大前提には、住民が地域
を好きでなければならず、その基本を大切に
した活動を実施でき、その成果は大きかった
と認識している。
・今年は、復活を広くPRするため、本来の祇
園祭の開催方法から離れ、イベント要素を多
く入れた祭として成果を得たが、来年は、本
来の祇園祭の要素を増やし、地域の貴さを
伝えていけるような事業にしていきたい。
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14 生活課 市民活動センター
管理運営事業

企画立案・参
画

市民活動センター
運営委員会

市民活動センターの円滑な運営につ
いて検討する。

市民活動センターの事業計画などについて
の意見を聞き、事業実施に反映することがで
きた。

自分たちの活動を行うのが精一杯であり、多
くの団体を横断的に見て運営できる人材が
尐なく、公設民営を目指してはいるが現実は
難しい

15 生活課 男女共同参画推進
事業(セミナー開
催、計画の推進（

共催 セミナー開催により、市民の意識啓
発を図る。企画の段階から市民参加
で検討する。

パートナーが講演会の参集をして成果があっ
たが、まだまだ参加者が尐ないので、更に工
夫が必要である。

毎年セミナー参加者から企画実行委員を募
り、一昨年、昨年と徐々に新しいメンバーが
増えていることは、大変良いと思う。

＇改善点など（パートナーと企画を検討した結
果、講座内容について、参加者が聞くだけの
講座から、参加者が主体的に調査、検討し
事業プランを提案する実践講座とした。

＇改善点など（講座内容について、参加者が
聞くだけの講座から、参加者が主体的に調
査、検討し事業プランを提案する実践講座と
した。

16 環境課 環境啓発事業(環
境フォーラムぬま
た等（

委託 ぬまた環境ネット ぬまた環境ネットの運営と環境啓発
事業＇環境フォーラムぬまた（の開催

・毎年行っているが、入場者が尐しでも増え
るような工夫を考えたい。
・牛乳パックとトイレットペーパーの交換は、
概ね午前中で予定数量になってしまうことか
ら、交換できるトイレットペーパーの数量を尐
なくしてなるべく多くの市民の方に対応できる
よう検討した。
・初めて映像上映会を行ったが、午後の部に
は子ども達が多く集まり好評であった。

年度当初に計画した事業については、滞りな
く実施することができた。
　《今後の課題》
①「環境フォーラムぬまた」のメインイベントと
して、これまで講演会やエコサイエンス
ショー、講演ライブ、環境映像鑑賞会を開催
してきた。しかし、満足するような来場者をお
迎えするには至らなかった。一人でも多くの
市民の方々に参加していただくための方策を
見いだすことが最大の課題である。次回は10
回目を迎えるので、市民の印象に残るイベン
トとなるよう今から検討してまいりたい。
②当会では年１回「ぬまた環境ネットだより」
を発行し、市内全戸に回覧している。編集委
員会が企画・取材・執筆に当たっているが、
今後は原稿の執筆については、加入団体や
一般市民、学童からも寄稿していただくように
検討してみたい。＇市民参加型（
③「第二次沼田市環境基本計画」＇平成２７
年３月策定（について、当ネット加盟団体とし
て、同計画の実現に向けて何ができるのか、
アンケート調査を行った。これに基づき、それ
ぞれの加盟団体が持てる知識や行動力を発
揮し、日々具体的な取り組みを行っている。

＇改善点など（・牛乳パックとトイレットペー
パー交換は来場された全員に対応ができた
が、結果としてトイレットペーパーは余ってし
まった。

＇改善点など（前年度一定の成果をあげた
「古着・古布の回収」を行い、リサイクル、断
捨離・ごみの減量化に結びつけた。

北毛地域人権啓発
ネットワーク協議会
、大学准教授、一
般市民等
＇北毛地域人権啓
発ネットワーク協議
会（
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17 環境課 環境啓発事業＇ブ
ナ幼木移植（

事業協力・協
定

ぬまた環境ネット
(利根沼田自然を愛
する会（

玉原高原の再生のためケヤマハンノ
キ林にブナ幼木を移植

・市の環境基本計画でも自然環境の保全を
掲げており、今後も同会との連携を強化する
必要がある。
・今回の環境啓発活動以外にも協働で進め
られる取り組みを考える。
・例年、市民の参加が尐ないことから「ホット
メールぬまた」の活用、他の環境啓発事業へ
の過去の参加者などに通知を出すなど更な
る周知方法の検討が必要である。また、ぬま
た環境ネットの会議実施時に他団体への参
加を呼びかけたい。

・市民の参加がまだ不十分であるが、参加者
数は増加傾向で輪の広がりはある。
・作業後の経年結果等の記録をしているの
で、毎年その結果を公表することにより、今
後の事業発展・啓発効果を図れる。

＇改善点など（例年以上の周知を行ったが、
参加者は尐なかった。

＇改善点など（・市民の他に、県民にも広報で
知らせる工夫をした。
・今回は幾つかのメディアの取材もあった。

18 環境課 春・秋の市内一斉
清掃

共催 沼田市環境保健協
議会

道路愛護運動と同時に道路・河川・
公園等の清掃作業を実施する。

一斉清掃・道路愛護運動を実施した結果、ポ
イ捨てごみを中心に、タイヤなど不法投棄さ
れた廃棄物の清掃も同時に実施され、周辺
環境の美化が図られた。
また、多くの市民の参加が得られ、住民の環
境美化に対する意識の向上が図られた。 今
後も、より多くの市民に参加していただけるよ
う沼田市環境保健協議会と協力しながら働き
かけていきたい。

いずれの町＇支部（も熱心に一斉清掃・道路
愛護に取り組んでいただいたと思う。
　今後もより多くの市民の方に参加していた
だけるよう、環境保健協議会の会議等におい
て各町の支部長に協力をお願いしていきた
い。

＇改善点など（昨年同様、多くの市民に参加
いただいた。

19 環境課 有価物集団回収事
業

補助・助成 東倉内町リサイク
ル運動協議会外５
１団体
(ＮＰＯ法人あおぞら
会（

再生可能な資源の回収を集団回収
事業により実施

２５年度の集団回収事業登録団体は52団
体、延べ293回実施され、紙・缶・びん等の再
生可能な資源が743ｔ回収された。昨年と同
様、より多くの団体が参加してもらえるよう、
周知していきたい。

地域住民および関係者の方々に協力してい
ただき、奨励金を作業所の運営費に充てるこ
とができた。引き続き、集団回収事業を実施
していきたい。

＇改善点など（登録団体数及び実施回数は昨
年とほぼ同様の結果であったが回収量が減
尐した。引き続き登録団体加入への周知と実
施回数、回収量増加への周知を図りたい。

＇改善点など（回収量を増加できるよう、地域
の方々へ、より一層周知を行っていきたい。

20 子ども課 親子ふれあい交流
事業

事業協力・協
定

沼田市母子会 ひとり親家庭の親子のレクリェーショ
ン等の実施

事業の中心となる母子会会員の減尐により、
事業運営に関わる人材の確保が難しくなって
いる。今後は、事業の実施方法等について
検討していく必要がある。

企画の中心となる母子会会員の減尐が進ん
でいるが、今年度は規模の大きいレクリエー
ションを実施した。参加者に喜んでもらえてい
るので今後も続けていきたい。

＇改善点など（母子会役員の声かけにより、
若年母子家庭の会員は若干増加したが、事
業運営に関わる人材の確保の実現は難しい
状況である。

＇改善点など（より多くの人に参加してもらう
ため、該当する家庭へ声かけを行った。ま
た、参加者からの意見を事業内容に反映す
ることができた。
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21 子ども課 沼田市子育て支援
ネットワーク事業

事業協力・協
定

沼田市子育て支援
ネットワーク推進協
議会

子育て支援団体等ネットワーク事業
の実施

子育て支援団体等のネットワーク構築により
子育て家庭のニーズ把握が可能となり、ニー
ズの高い地域子育て支援拠点事業「子ども
広場」を開設し支援を進めることができた。
＇地域子育て支援拠点事業＝市委託事業。
ネットワーク推進協議会の参加団体である｢
NPO法人利根沼田地域ボランティアセン
ター｣が受託。（

沼田市子育て支援ネットワーク事業を受け
て、平成25年度から沼田市より地域子育て
支援拠点事業を委託され＇ＮＰＯ法人利根沼
田地域ボランティアセンターとして（、沼田市
保健福祉センター3階の子ども広場で、月曜
日から金曜日までの10時から15時まで二人
のスタッフを常時おけるようになった。協働モ
デル事業の時には月曜日だけのプログラム
を各団体が受け持ったが、常時スタッフがい
られるようになったため、利用も相談も格段
に増え、子育て支援により大きな役割を果た
せるようになったと思う。沼田市子育て支援
ネットワーク推進協議会が事業を主導してい
るので、２～3ヵ月に一度会議を持ち、報告を
し、提案をいただいている。30代から60代ま
での経験豊かなスタッフ8人が連携を取りな
がら、記録も丁寧に残し、順調に事業が進ん
でいる。利用者が多いため、長期休みのとき
に大ホールが借りられるときには借りたり、
行政の側でも対策を考えていただいている。

＇改善点など（各団体及び市との情報共有や
意見交換など、お互いに顔の見える連携が
取れるようになっている。

＇改善点など（定期的にネットワークの会議を
実施しながら、担当の係とは緊密に連絡を取
り合い、連携をより密にすることが出来た。子
ども広場を利用している気になる親子につい
ては、子ども課と家庭児童相談室と連絡を取
り合い、情報交換をしながら見守っている。

22 子ども課 未来のライフデザ
イン啓発リーフレッ
ト作成事業

事業協力・協
定

Hug　Hapi＇はぐは
ぴ（

未来のライフデザイン啓発リーフレッ
ト「ハタチからの参考書」の作成

沼田市子育て支援ネットワーク推進協議会
の参加団体であるHug Hapiが事業協力を
行ったことにより、地域の若い世代や子育て
世代の等身大の姿が反映された、思わず手
にとって読みたくなるような啓発リーフレット
が完成した。引き続き同団体との協働によ
り、内容・デザイン等の見直しを行い、より良
いものを作成していきたい。

市との役割分担を明確にし、企画・編集につ
いてはパートナーの裁量により作業を進める
ことができたため、地域の若い世代や子育て
世代の等身大の姿が反映された、思わず手
にとって読みたくなるような啓発リーフレットを
作成することができた。引き続き市との協働
により、内容・デザイン等の見直しを行い、よ
り良いものを作成していきたい。

23 高齢福祉課 市民敬老号事業 事業協力・協
定

沼田市老人クラブ
連合会

高齢者の親睦と社会見聞を広めるた
め、２泊３日の県外旅行を実施

老人クラブ連合会が中心となり、高齢者向け
の研修旅行先等を検討し、募集においてはク
ラブの役員がチラシを配布するなどにより、
多くの高齢者に参加を促している。毎年参加
を楽しみにしている高齢者が多く、大勢の仲
間達とともに親睦を深めながら社会見聞が広
められ、事業の目的が十分果たせている状
況である。

老人クラブ連合会が中心となり、高齢者向け
の研修旅行を企画し、募集においてはクラブ
の役員がチラシを配布することから、たくさん
の高齢者の方が参加している。毎年参加を
楽しみにしている高齢者が多く、大勢の仲間
達とともに親睦を深めながら社会見聞が広め
られ、事業の目的が十分果たせている。今後
は、もう尐し老人クラブ会員の参加者を増や
していくことを考えたい。

＇改善点など（今後も、高齢者の安全性や利
便性を最優先に考え、毎年参加していただけ
るようにあらゆる視点から配慮したい。

＇改善点など（今後も、企画会社選定にあ
たっては、安全性・信頼性などを重要視して
いきたい。
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24 高齢福祉課 老人クラブ助成事
業

補助・助成 沼田市老人クラブ
連合会

卖位老人クラブに１年間の活動費の
助成として、補助金を交付している。

老人クラブは、地域高齢者全体を視野に入
れた健康づくりや介護予防活動、友愛訪問な
どの地域支え合い活動等に取り組んでおり、
地域社会の重要な担い手として無くてはなら
ない存在である。
　しかし、全国的に各町のクラブ数、会員数と
も減尐しており、その流れに歯止めをかけて
いくことが今後の課題である。

今後の課題としては、クラブ数、会員数とも減
尐しており歯止めをかけていくことである。

＇改善点など（各卖位クラブ会長が事務書類
提出等に負担にならないよう心掛けた。

＇改善点など（事業計画における基本方針で
クラブ数、会員数の減尐に対して一丸となっ
て取り組むことを理事会、総会で再確認し
た。

25 高齢福祉課 高齢者筋力向上ト
レーニング事業

事業協力・協
定

老人クラブ、ふれあ
いいきいきサロン
他
(老人クラブ（

暮らしに役立つ筋力向上トレーニン
グを実施しながら仲間づくりを行う。

老人クラブは、地域高齢者の中核的な組織
であることから、事業推進の基幹となってい
るが、近年老人クラブ加入者の減尐、老人ク
ラブ自体が解散している地区もあり、組織率
の向上が課題となっている。また、地域での
住民組織＇区長、民生委員、保健推進員な
ど（と連携を深めることにより、地域に密着し
た活動が期待できる。養成から１年が経過し
た地区リーダー(福ろう体操すすめ隊（がそれ
ぞれの地区の団体に出向いて継続支援を実
施してくれるよう期待している。

老人クラブ会員が事業推進の中心となってい
るが、より多くの人の参加が望まれる。筋トレ
活動に参加している人で老人クラブ未加入の
人にも加入を呼びかけるなどして筋トレ団体
と老人クラブの双方の維持増強に努めたい。
他の関係団体(地区サロンや公民館の教室
参加者等)の協力も求めたい。また、筋トレ大
会での表彰が会員の継続の意欲向上につな
がっていると思われる。

＇改善点など（ユーチューブにアップした筋ト
レ団体の紹介を教室やイベントで紹介するな
ど、普及啓発と参加者の意欲向上につなげ
ることができた。機会あるごとに参加の呼び
かけを継続した結果団体数も増加した。今後
も地区筋トレの維持を支援していきたい。

＇改善点など（より多くの人に参加してもらう
ために、会員同士の誘い合いをしてもらうよう
役員会などで呼びかけた。仲間意識が高ま
り、より地域に密着した活動ができるよう、今
後も筋トレ事業を継続していきたい。

26 健康課 地区健康教室 共催 沼田市保健推進員
会

地域で健康教室を開催し、こころの
健康及び生活習慣病予防等の正し
い知識の普及を図る。

・回覧等で周知を行っているが、身近な保健
推進員の声かけが参加者を増やすことにつ
ながっている。地域づくりの一環としても保健
推進員の声かけは効果的である。地区によ
り、教室開催等のばらつきがあるため、多く
の地区で開催できるように区とも連携をとり
開催していきたい。
・地区ウォーキング教室は、推進員が考えた
コースを下見して決定している。ウォーキング
は男性の参加も多く好評である。
）沼田市のホームページにウォーキングマッ
プをアップしたので、住民に広めて活用して
いきたい。
・保健推進員会理事会＇年４回（にて、計画や
報告など情報交換を行い、ニーズにあった事
業を取り入れていく事が必要である。

・地区健康教室は、保健推進員が、担当保
健師と地区役員との連絡調整を図り、内容に
ついても検討し、多くの住民の方に参加して
もらうよう働きかけている。また、地区＇地域（
の行事等に、協力して開催出来るよう計画す
る。
・健康講座や講演会、講習会などにできるだ
け参加し、健康に関する知識を住民の方に
広めていく。
・地区ウォーキング教室開催時、作成した
ウォーキングマップを地域の方に活用しても
らえるよう広めていく。

＇改善点など（・健康教室、地区ウォーキング
教室を開催していない地区に、開催にむけて
の話し合いを持つよう働きかけた。

＇改善点など（地区ウォーキング教室や健康
教室を継続して開催できた。
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27 産業振興課 沼田まつり 実行委員会・
協議会

沼田まつり実行委
員会

各部会を設置し,各種団体の協力を
得て沼田まつりを開催する。

平成２７年度の入込数は、２３万人であった。 平成２７年度の入込数は、２３万人であった。

28 産業振興課 新規学卒就職者激
励親睦のつどい

共催 沼田地区労働教育
委員会

利根沼田地区の事業所に就職した
若者の激励と親睦を図る。

特記事項はなし 特記事項はなし

29 産業振興課 利根沼田勤労者ソ
フトボール大会

共催 沼田地区労働教育
委員会・沼田市ソフ
トボール協会
＇沼田地区労働教
育委員会（

勤労者の体力づくりと親睦を図るた
め、ソフトボール大会を行う。

特記事項はなし 特記事項はなし

30 産業振興課 利根沼田勤労者卓
球大会

共催 沼田地区労働教育
委員会・利根沼田
卓球協会
＇沼田地区労働教
育委員会（

勤労者の体力づくりと親睦を図るた
め、卓球大会を行う。

特記事項はなし 特記事項はなし

31 産業振興課 新規学卒就職者研
修会

共催 沼田地区労働教育
委員会

新規就職者を対象に社会人の自覚
を促し、勤労意欲の向上を図るため
に研修会を開催する。

特記事項はなし 特記事項はなし

32 産業振興課 利根沼田勤労者美
術展

共催 沼田地区労働教育
委員会

勤労者の相互理解、勤労意欲の向
上等のために美術展を開催する。

特記事項はなし 特記事項はなし

33 産業振興課 児童木工工作大会 補助・助成 沼田木材組合 子どもたちに木のぬくもりと有益性を
認識してもらうため、木工工作大会を
行う。

特記事項はなし 特記事項はなし

34 産業振興課 ニュー木工工作広
場

補助・助成 利根沼田建築相互
組合

地元産木材のPR及び住民交流等の
ために木工工作広場を開催する。

特記事項はなし 特記事項はなし

35 農林課 沼田市農業まつり 実行委員会・
協議会

沼田市農業まつり
運営委員会
(利根沼田農業協
同組合（

農産物直売、抽選会など多彩なイベ
ントにより農業のアピールと交流

・沼田市、利根沼田農業協同組合、沼田市
農業委員会が共催となり、多くの農業関係者
の協力を得て開催していることから、農業関
係者間の交流を図るとともに、安心安全な農
産物の提供を通して、来場される消費者との
交流も図られている。
・事業費の節減に努めるほか、提供品の有
料化、出店料等についての検討が必要であ
る。

農家と消費者の交流が図られ、農家の育て
た安心・安全な農作物を直接消費者に販売
し、地産・地消運動の実践ができ、農家への
理解と信頼を深めることができた。

＇改善点など（経費節減の検討は引き続き行
う必要がある。

36 農林課 認定農業者協議会
活動支援事業

補助・助成 沼田市認定農業者
協議会

認定農業者協議会活動費補助 平成２２年４月１２日に沼田、白沢、利根の各
協議会が合併し、新たな「沼田市認定農業者
協議会」がスタートした。会員数も259名と多く
の会員をかかえ、認定農業者が経営改善や
規模拡大に取り組めるよう情報を共有できる
組織運営が必要となる。

平成２２年４月１２日に沼田、白沢、利根の各
協議会が合併し、新たな「沼田市認定農業者
協議会」がスタートした。会員数も２５５名と多
くの会員をかかえ、認定農業者が経営改善
や規模拡大に取り組めるよう情報を共有でき
る組織運営が必要となる。
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37 農林課 生活研究グループ
活動支援事業

補助・助成 沼田市生活研究グ
ループ

生活研究グループ活動費補助 各種イベントを通じて、地場産農産物を利用
した料理や郷土料理などを試作・発表すると
ともに、食育についても率先して事業計画を
練り、都市住民、地域住民、子どもたちの農
産物の食への関心が高まりに効果をあげて
いる。

各種イベントに参加することにより、世代間
の交流や多くの参加者と触れあうことができ
た。

38 農林課 地域農政推進委員
会支援事業

補助・助成 沼田ほか４地区地
域農政推進委員会
(沼田地区)

地域農政推進委員会補助 今後も、農業振興に対する意見聴取や情報
交換等を行い、組織として情報を共有し検討
していく必要がある。

今後も行政と一体となり、情報交換等により
情報を共有しながら事業に取り組む必要が
ある。

＇改善点など（地域の特色を活かした,新たな
取り組みを始めた。

39 農林課 森林づくりボラン
ティア推進事業

事業協力・協
定

ボランティア希望者
＇森林づくりボラン
ティア事務局（

ボランティア登録者による森林整備 近年は、環境問題への関心の高まりととも
に、ボランティア活動を行う機会も増えてきて
いる。そのような状況下で有意義な森林整備
ができた。
今後は、ボランティアの方が参加しやすい方
法や作業中の怪我に備えた保険加入など、
関心のある方が安心して参加できる体制の
整備が必要となる。

今回は参加できたが、今後も無理のないよう
に参加したい。

40 農林課 みどりの小径整備
事業

事業協力・協
定

地元住民
(高橋場町商工会（

地元主体の遊歩道の維持管理 地元要望に基づき整備し、地元において維
持管理することで事業を実施してきたが、地
域ごとの意識の違い等により、現在の維持管
理においては違いが出ている。

特記事項はなし

41 観光交流課 交流居住促進事業 実行委員会・
協議会

沼田市交流居住促
進協議会

都市部との交流事業の促進・移住希
望者等受け入れの環境整備等

都市間交流については、災害や環境に関す
る協定を結んでいる新宿区や板橋区、港区
などとの交流は年々幅を広げており、徐々に
根付いてきている。移住・定住についても移
住相談会や移住セミナーに積極的に参加し、
移住者の実態把握や他市の取り組み等、情
報収集を行っているが、市での受け入れ体
制が不十分であり、今後の課題である。

移住･定住についての施策を効果的に実施し
ていく中で、本市の状況だけでなく、他市の
状況や全国的な移住者の実態等を市と協議
会で共有していく必要があるのではないか。

＇改善点など（移住・定住について移住相談
会や移住セミナーに積極的に参加し、移住者
の実態把握、他市の取り組み等の情報収集
を行っている。

42 観光交流課 沼田市産業展示即
売会

実行委員会・
協議会

沼田地区地場産業
振興協会

本市地場産品の総合展示・即売、各
種催事の実施

1日目が雤であったため来場者数は前年度
を下回ったが、会場を沼田公園野球グランド
に移し4回目の開催であり知名度も上がり出
展業者・団体数は前年を上回る結果となっ
た。
開催にあたり、ボランティアスタッフ＇企業･市
民（の協力もあり、市民と協同して運営するこ
とが出来た。

市との協働により事前ＰＲ等の情報発信がで
き多くの方に来場いただいた。
イベントについては、毎年固定化されている
ため新たなイベントの検討が必要である。

43 観光交流課 観光ボランティアガ
イド

事業協力・協
定

沼田市観光協会 観光ボランティアガイドの募集、育成
講座の開催など

観光ガイドの活用も増加していることから、さ
らなる人材確保と養成が急務である。

観光ガイドの依頼が増加しているが、会員の
高齢化が進んでいる中、新規会員の増員が
急務である。
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44 観光交流課 沼田市観光協会事
業

補助・助成 沼田市観光協会 観光農園、飲食店等の紹介やキャン
ペーンの実施

本市の情報だけにとどまらず、周辺自治体と
も情報を共有することで、地域に訪れる観光
客の利便性のさらなる向上を図る。

本市の情報だけにとどまらず、周辺自治体と
も情報を共有することで、地域に訪れる観光
客の利便性のさらなる向上を図る。

＇改善点など（キャンペーンの時期、場所等に
おいて、より効果的に実施できるよう検討し
た。

＇改善点など（キャンペーンの時期、場所等に
おいて、より効果的に実施できるよう検討し
た。

45 観光交流課 白沢農産物収穫感
謝祭

実行委員会・
協議会

白沢農産物収穫感
謝祭実行委員会
＇＇株（白沢振興公
社（

秋の味覚のPRと、消費者に感謝の
気持ちを込めて特価販売を行う。

秋の行楽シーズンに開催し、晴天にも恵まれ
たため、大盛況であった。出展協力者のテン
ト販売も盛況で、イベントしては成功であった
と思う。芝生広場が活用出来なかったので、
利用方法について検討したい。

市と協力することで幅広い情報の発信＇地元
紙や地元ＦＭ局などの協力を得られた（が出
来、大変多くのお客様に同イベントを楽しん
でいただくことが出来た。メインとなる農産物
の販売はもとより、野菜詰め放題＇売上金を
地域の社会福祉協議会へ募金（や地産きの
こ各種を使ったキノコ汁の無料配布、地域の
特産品を扱った屋台販売なども大勢のお客
様が列を作り、前年を超える結果を残せた。

46 観光交流課 白沢高原りんご＆
ぶどう祭り

実行委員会・
協議会

白沢高原りんご＆
ぶどう祭り実行委
員会
＇白沢りんご研究
会（

秋の味覚のＰＲと、お客様参加型イ
ベントによる交流

昨年の反省点を踏まえオープニングセレモ
ニーの実施方法を見直した結果、運営がス
ムーズに出来た。晴天に恵まれたためイベン
トも盛況で、お客様参加型イベントも大変好
評だった。また、試食により即売も盛況で、イ
ベントの目的は達成できたと思う。

開会行事も含めてイベント進行がスムーズに
出来た。

＇改善点など（屋外のイベントで天候に左右さ
れるため、荒天時の対応を予め決めておい
た。

47 都市計画課 公園管理事業 事業協力・協
定

薄根町区長外１２
団体

公園の維持管理を地元住民との協
定により実施し、利活用を図る。

公園運営委員等の高齢化が進み世代交代
が急務な団体も存在する。

地域で公園の企画運営をする事で、利用団
体や利用時間等を適切に把握し効率的な公
園管理が図れた。

48 都市計画課 市民緑化推進事業 補助・助成 ぬまた花の会ファ
ミーユ外２０団体

緑化推進事業に対する補助金の交
付

広報等を通じ広く市民に周知しており、毎年
新たな参加団体がある。

道路沿線等を緑化する事により、生活環境
の向上が図られた。

49 街なか対策課 中心市街地活性化
の会補助事業

補助・助成 沼田市中心市街地
活性化の会

中心市街地の活性化を目指し、より
よいまちづくり実現に向けた事業へ
の補助金交付

中心市街地活性化の基盤となるハード事業
＇土地区画整理事業（の建物移転等は徐々
に進捗しているが、それ以外の部分の施策
について、さらに協働パートナーと協議を進
めていきたい。ほか、協働パートナー以外の
関係者もさらに取り込み市民全体の課題とし
て取り組むことができればと考える。

区画整理事業をベースにしているため、権利
調整に時間がかかる事で、先行きが不透明
や財政上の問題で会員に脱力感を感じられ
ている方が多くなっている。２街区の残りと４
街区の東地区を仮換地指定され、仮換地指
定が約５０％になり、他の街区でも権利調整
の話し合いが活発化しているので、財政問題
を解決して欲しい。まちづくりは永遠に続ける
ので、活性化は今行えること、実験してみる
ことと、区画整理後の目標とを合わせて行う
難しさがある。

＇改善点など（情報の共有により、年度末の
真田丸展オープンに併せ、近隣のスペース
で来街者をもてなすためのイベントを企画・
開催することができた。

＇改善点など（まちづくりを進める上でハード
とソフトは一体であり、ハードの区画整理の
推進とソフト事業の出来るところから進めな
がら実績を挙げていく。一部専門家を国より
派遣していただき、ハード・ソフトの両面を指
導していただき個人の卖なる再建でなく、街
が必要としているものを今後まちづくり事業と
して導入して、市民から支持されるまちにした
い。
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50 学校教育課 沼田市スポーツエ
キスパート活用事
業

事業協力・協
定

中学校運動部活動
の外部指導者
＇白沢中学校（

運動部活動の指導充実と地域社会
の連携を促進するため、外部指導者
を委嘱し、実技指導及び助言をいた
だく。

本事業は、地域の教育力を活用するという意
味において、今後も市民の専門的な知識能
力を活用することにより、学校側で必要として
いる人材の確保を図り、事業実施の拡大に
努めていく必要があると思う。
　地域に存在する指導者の発掘が重要であ
る。

＇改善点など（地域性を考慮した人選を行うよ
うにした。＇学校区内の人材活用（

51 学校教育課 学校支援センター
運営維持事業

事業協力・協
定

各小中学校PTA役
員、各種社会教育
団体
＇沼田小学校（

地域や学校実情に合わせ多様な学
習を行うための外部講師や安全確
保、教育環境の整備など、ボランティ
アの協力を得て実施する。

学校支援センターの機能を充実させるため
のリーダーとなるコーディネーターの発掘と
育成が必要となる。
学校地域支援本部事業が、国・県・市町村で
１／３での補助事業に変更となったため、今
後事業費の縮小が予想されるが、補助事業
終了後においても、地域ボランティアと協働し
て事業実施が行えるような体制整備が必要
となる。
平成２４年度より学校地域支援本部事業に
ついては、社会教育課を担当課として事業実
施を行うこととした。

・現在のところ、読み聞かせやベルマーク整
理、また授業協力などで円滑な協力体制が
できている。今後も無理なく支援の範囲を広
げていければと考えている。
・ボランティアの役割、学校の役割をお互い
に理解した協力体制を継続していきたい。

＇改善点など（支援内容として、学校における
授業＇書写・家庭科等（の支援が増え、学校
におけるボランティアの活躍の場が増した。

52 社会教育課 沼田市文化祭開催
事業

委託 沼田市文化協会 市民の作品展示・舞台発表などによ
り、芸術文化の普及発展、意欲向上
を図る。

特記事項はなし 特記事項はなし

53 社会教育課 家庭健全化運動推
進モデル地区開催
委託事業

委託 沼田地区青尐年育
成連絡協議会

情報交換会及び沼田地区上毛かる
た大会の開催

特記事項はなし 特記事項はなし

54 社会教育課 市民体力づくり歩
け歩け運動大会委
託事業

委託 沼田市青尐年育成
連絡協議会

市民の体力向上と青尐年の健全育
成のための歩け歩け運動の実施

特記事項はなし 特記事項はなし

55 社会教育課 子ども会ボランティ
ア活動開催委託事
業

委託 沼田市青尐年育成
連絡協議会

子ども会卖位での清掃活動を中心と
したボランティア活動の実施

特記事項はなし 特記事項はなし

56 社会教育課 青尐年指導者会研
修委託事業

委託 沼田市青尐年指導
者会

指導者会会員の資質及び技術の向
上を図るための研修会の実施

後継者育成が、課題となっている。 ・研修会の実施により、青尐年健全育成事業
等への支援がスムーズに行えた。
・課題としては、若い後継者の育成

57 社会教育課 青尐年育成推進員
等研修会及び情報
交換会委託事業

委託 沼田市青尐年育成
連絡協議会

青尐年育成大会及び研修会 特記事項はなし 特記事項はなし

58 社会教育課 子ども会行事開催
委託事業

委託 沼田市青尐年育成
連絡協議会

かるた大会の開催により子ども会活
動の活性化と会員相互の親睦を図
る。

特記事項はなし 尐子化の進行が、事業に及ぼす影響

59 社会教育課 初級指導者養成講
座委託事業

委託 沼田市青尐年育成
連絡協議会

青尐年地域活動リーダーの養成講
座の実施

出席率が良くないため、開催時期も含め検討
が必要である。

特記事項はなし

・指導経験の無い教師が顧問になったことに
対しての、保護者の不安が軽減された。
・年間の回数については、実情に合わせ柔
軟に対応していただけるとありがたい。
　＇予算立ての面で難しいと思いますが、回
数をオーバーしてボランティアで指導してい
ただいている実情がある（
・生徒に対する技術指導だけではなく、顧問
教師に対しても指導方法等を伝授していただ
いている。
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60 社会教育課 沼田市成人式開催
委託事業

委託 沼田市成人式実行
委員会

成人を祝う式典の開催 特記事項はなし 特記事項はなし

61 社会教育課 青尐年自然体験活
動推進事業

委託 沼田市青尐年育成
連絡協議会

集団生活に耐えられる意志・体力を
養うための野外体験活動の実施

特記事項はなし 特記事項はなし

62 社会教育課 茶会開催業務 事業協力・協
定

沼田茶道会 旧土岐邸洋館において桜の時期の
休日にお花見添え釜を開催

茶道各流派によって様々な趣向を凝らした茶
会が開催できた。
桜の時期に重なっていること、また本年につ
いてはＮＨＫ大河ドラマの影響もあり、来場者
が多く大盛況であった。
文化財の利活用に関して、本事業が大きく貢
献しているとともに、茶道の普及なども同時
に行え、伝統文化の発展・向上に寄与してい
る。

ＮＨＫ真田丸や桜の時期が重なったこともあ
り、例年にないほど、お客さんが来てくれ大
盛況でした。トラブルもなく、無事終えること
ができほっとしています。今後も、市から宣伝
をつづけていただき来場者が増えることを
願っています。今後も長く続いていけばいい
なと思っております。
本事業外ではありますが、沼田公園がとても
きれいに管理されており、桜の時期以外でも
花などがとてもきれいなので、カフェなどあれ
ばより賑わうかと思います。

＇改善点など（本年も、桜の開花時期と合わ
せて実施することができた。
老朽化していた施設見学路と生け垣も修繕
が完了し、事業が実施できた。

＇改善点など（流派によって様々な趣向を凝
らした茶会がスムーズに開催できました。
　本事業は３日間、２週にわたり実施したた
め、桜の有無により来場者の差が生じるた
め、桜祭りにあわせた連続した３日間にて実
施したい。

63 社会教育課 著者を囲む会 共催 沼田市読書ｸﾞﾙｰﾌﾟ
連絡協議会

すぐれた文学作品をテキストとして、
その著者と直接語り合う会の開催

参加者の増加を図りたい。 参加者の増加を図りたい。

64 社会教育課 読書研修会 事業協力・協
定

沼田市読書ｸﾞﾙｰﾌﾟ
連絡協議会

公開による読書会の開催 ＇改善点など（沼田市読書グループ連絡協議
会については解散となったが、活動を続ける
読書会が中心になって、事業開催が可能で
ある。

昭和54年から30年以上に及ぶ読書研修会の
開催は県下に例をみない。一冊の本を選定
して読み語ることは、参加者にとって貴重な
体験となるため、これからも長く続けていきた
い。

＇改善点など（沼田市読書グループ連絡協議
会については解散となったが、活動を続ける
読書会が中心になって、事業開催が可能で
ある。

65 社会教育課 おはなしポケット 事業協力・協
定

沼田読み聞かせの
会

子どもを対象にした読み聞かせ 乳幼児期から学童期は子どもの情緒的・言
語的発達において極めて重要な時期である
ため、図書館での読み聞かせとともに、家庭
における読み聞かせを始めるよい機会とな
ればと考えている。

子どもの読書活動の推進と図書館利用の促
進が図られている。

66 社会教育課 ブックスタート 事業協力・協
定

ブックスタートボラ
ンティア
＇沼田読み聞かせ
の会（

赤ちゃんと保護者のふれあいを絵本
を介して応援する。

平成18年からスタートしたブックスタートは９
年が経過し、２人目、３人目というお母さんも
多くなった。ブックスタート・パックの資料が子
育てに役立ち、それを機会に読み聞かせを
続けているお母さんの声から事業成果を実
感できている。

赤ちゃんに会えるのがとてもうれしく、絵本を
読んであげたときの赤ちゃんのかわいい反
応をお母さんと一緒に楽しく体験しています。
ブックスタートを通して、地域に子育てを応援
する人がたくさんいることを知ってもらったり、
赤ちゃんが参加できるさまざまな活動に出
会ったりすることで、保護者が安心して子育
てができるきっかけになると良いと思います。
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67 社会教育課 市民ハイキング 事業協力・協
定

沼田山岳会 参加者を募集し、関東甲信越静の山
野においてハイキングを実施する。

毎年、定員となる参加者により盛大に事業を
実施しているが、市民のニーズに応えるコー
ス選定と安全の確保は、変わらぬ課題であ
る。

毎年、多くの参加者により盛大に事業を実施
している。市民のニーズに応えるコース選定
と安全確保の両立が、常に課題である。

68 社会教育課 利单公民館まつり 共催 利单魁の会、利单
地区内若妻会、利
单地区老人クラブ
連合会
＇利单魁の会（

作品の出展、参加をとおして地区民
の親睦と個々の資質の向上を図り、
連帯感を深め、地域の発展に寄与す
る。

・地区内団体や公民館教養教室及び公民館
を利用している自主サークルに作品展示と交
流の場を提供している。
・来館者の拡大により、公民館活動への理解
と地区民相互の親睦を図りたい。
・平成23年度から沼田市立利单幼稚園及び
利单東幼稚園の園児の作品を出品しても
らっており、幼児・児童を連れた家族連れの
来館者が、尐しずつ増加している。

・利单公民館まつりは、利单魁の会を中心と
する地域女性による湯茶等の接待、バザー
及び茶道による接待を行っています。出品さ
れた作品の魅力もさることながら「もてなす
心」の出展が特徴となっており、地域の和を
深める良い公民館まつりとなったと思いま
す。

69 社会教育課 利单女性学級 実行委員会・
協議会

利单魁の会 利单魁の会、地区内の女性を対象
に、受講生の要望に添った内容の教
室を運営委員会により計画し開催す
る。

・女性学級は利单魁の会が中心となって、教
室の内容を検討し、実施している。そこに、一
般参加者が受講する形で、教室を開催して
いる。
・学習の場を通して、参加者の交流や親睦を
深め、一般参加者の拡大とともに、会員の拡
大につながればと考えている。
・体験実習的な教室のほかに、郷土を知る教
室を加える等、女性学級の充実を図った。

・各種内容の教室・講座が、話し合いの中で
決めていけることは、良いことだと思います。
引き続き、地域の交流や連帯感を深める場と
して、魅力ある教室を開催していただけるよ
うお願いします。
・軽運動教室はとても楽しく、家でもできそう
なのでやってみたい。
・沼田市のごみの話で、意識が変わり、注意
するようになった。
・消費生活講座は、具体的な例を多く紹介し
てもらったので良かった。
・人権講座では、講師の話を楽しく聞くことが
でき良かった。

70 社会教育課 利单若妻女性学級 実行委員会・
協議会

利单地区内若妻会 若妻会会員、地区内の女性を対象
に、受講生の要望に添った内容の教
室を運営委員会により計画し開催す
る。

・教養教室の充実を図ると共に、受講生の
ニーズにあった・求められている教室を開催
することができた。

・充実した内容の教室が、継続して行われま
すよう予算等は、前年程度は確保していただ
ければと思います。
・受講生の希望に添った教室が開催され良
かったと思います。
・美容・健康に関しての教室を次年度もぜ
ひ。今回も参考になりました。

71 社会教育課 池田高齢者教室 実行委員会・
協議会

池田地区老人クラ
ブ連合会

運営委員会を組織し、年度当初に年
間計画を作成し、池田地区在住の６
５歳以上の男女を対象に、年間８回
の講座を実施している。

住民が参加したくなるような講座を、パート
ナーである「池田地区老人クラブ連合会運営
委員」と知恵を出し合い考えている。運営委
員会を開催し、ニーズに合った講座を開催出
来るように努力している。

参加したくなるような講座等を、パートナーで
ある市＇公民館職員（と知恵を出し合い考え
ている。
　運営委員会を組織し、ニーズに合った講座
を開催出来るように努力している。

72 社会教育課 池田地区文化祭 共催 池田地区振興協議
会、池田公民館各
教養教室
＇池田地区振興協
議会（

文化祭の開催 園児から高齢者まで多くの作品が出展され、
一定の成果は得られたと思われる。また、作
品を出展することにより、地域住民の生涯学
習の意欲の向上が図られている。

園児から高齢者まで多くの作品が出展され、
一定の成果は得られたと思われる。また、作
品を出展することにより、地域住民の生涯学
習の意欲の向上が図られている。
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73 社会教育課 薄根公民館生涯学
習『薄根高齢者教
室 』

実行委員会・
協議会

薄根地区老人クラ
ブ連合会

薄根地区在住の高齢者を対象とした
講座の開催

協働パートナーの会員が減尐する中、前年
度を上回る受講生に参加していただいた。更
に多くの高齢者に参加していただけるような
魅力ある講座内容の検討を行いたい。

会員が減尐する中、前年度を上回る受講生
に参加していただいた。更に多くの高齢者に
参加していただけるような魅力ある講座内容
の検討を行いたい。

＇改善点など（寒くなる時期に健康教室を取り
入れるなど、受講生に関心のある講座内容
とすることができた。

＇改善点など（寒くなる時期に健康教室を取り
入れるなど、受講生に関心のある講座内容
とすることができた。

74 社会教育課 薄根公民館生涯学
習『薄根女性学級
』

実行委員会・
協議会

沼田市薄根婦人会 薄根地区在住の女性を対象とした講
座の開催

一定の成果は得られたと思われるが、更に
多くの女性が受講したくなるような魅力ある
講座内容の検討を行いたい。

一定の成果は得られたと思われるが、更に
多くの女性が受講したくなるような魅力ある
講座内容の検討を行いたい。

＇改善点など（協働パートナーの意見を反映
した講座内容とすることができた。

75 社会教育課 薄根公民館まつり 共催 薄根地区振興協議
会ほか
＇薄根地区振興協
議会（

公民館まつりの開催 園児から高齢者まで多くの作品が出展され、
盛大に開催されており、一定の成果は得られ
たと思われる。

園児から高齢者まで多くの作品が出展され、
盛大に開催されており、一定の成果は得られ
たと思われる。

76 社会教育課 川田地区民展 実行委員会・
協議会

川田地区振興協議
会、川田地区青尐
年育成連絡協議会
ほか
＇川田地区振興協
議会（

川田地区民が制作した作品展示と表
彰式の開催

地区民や教養教室生から多数の作品が出品
され、相互の親睦が図られた。
　保育園児、小・中学生の作品については、
審査と表彰を行うことで子どもたちの創作意
欲の向上が図られ、成果を上げている。

ＪＡ協賛イベント、フラワーアレンジメント体験
教室、ボランティアによる接待など、多大な協
力をいただき盛大に開催することができた。

77 社会教育課 エコ･プロジェクトin
かわだ

共催 利根実業高等学
校、川田保育園、
川田簡易郵便局
＇川田保育園（

緑のカーテンづくり ゴーヤの植え付け作業を通じて、保育園児と
利根実生のふれあい・交流が図られた。
　複数の施設で実施したことにより、事業の
趣旨を広く周知することができた。

ゴーヤの植え付け作業を通じて、保育園児
が利根実生とふれあうことができた。
　植物の栽培体験や、ゴーヤのおやつの試
食により食育を行うことができた。

78 社会教育課 白沢町高齢者教室 事業協力・協
定

白沢町燦々会 講座の計画立案、受講生の募集、年
８回の講座開催

運営委員会において年間の活動を決定。運
営委員からの積極的な意見や希望を取り入
れ教室に反映することができた。参加者は多
く、また出席率も高いことから事業効果を高
めている。

毎年実施していることから、地域に根付いた
事業として定着しており、高齢者の学習機会
の創出につながっている。
　運営委員会では、積極的な意見もあり、要
望にあった幅広い計画・活動ができた。

79 社会教育課 白沢町文化祭 共催 沼田市文化協会白
沢支部

文化祭の開催＇計画立案含む（。 継続的に出品している参加者も多く、町民の
文化向上に寄与している。地域に根付いた
事業であることから、今後も継続して行くこと
が望ましい。

毎年実施しており、地域に根付いた事業とし
て定着している。

＇改善点など（作品数、参加者の利便性、展
示作業の簡素化を考慮し、開催会場を公民
館に変更。これにより、効率的に事業を実施
できた。

＇改善点など（開催会場を変更したが、事前
の打ち合わせ等により、特に問題もなく展示
等もスムーズであった。

80 体育課 体力テスト等開催
事業

事業協力・協
定

沼田市スポーツ推
進委員会

新体力テスト、ニュースポーツ体験
及び講習会等により、健康の保持増
進活動の場を提供する。

何年も続けて参加している人にニュースポー
ツ体験等を楽しんでもらうため、新たな種目
を取り入れるなど事業内容を検討する必要
がある。

何年も続けて参加している人にニュースポー
ツ体験等を楽しんでもらうため、新たな種目
を取り入れるなど事業内容を検討する必要
がある。

＇改善点など（参加者募集のPRに工夫を行っ
たため、予想以上に多くの来場者があり、新
体力テスト及びニュースポーツ体験をしてい
ただくことができた。

＇改善点など（参加者募集のPRに工夫を行っ
たため、予想以上に多くの来場者があり、新
体力テスト及びニュースポーツ体験をしてい
ただくことができた。
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